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呉支所の関わり

呉市の概況と特性・データ等から考えられる仮説を作成し、地域包括ケアシステムに係る
市町ヒアリングを実施

呉市の事業への参加、地域ケア会議の傍聴

緩和ケア推進ワーキング会議への参加依頼

在宅緩和ケア多職種連携事例検討会の周知及び参加依頼

担当者が高齢者施策担当初めてだったため
施策や現状等教えていただきました。

見学や傍聴等こころよく受けていただきました。



呉市の概要

呉市
呉市データ（R５.10月）

総人口 206,283人

第1号被保険者数 74,897人

65～74歳 45,441人

75歳以上 29,456人

日常生活圏域 ８圏域

高齢化率 36.30%

要支援・介護認定率 18.80%

認知症高齢者数 6,727人
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65歳以上人口 高齢化率 高齢化率 広島県 高齢化率 全国

呉市の65歳以上人口は減少傾向にある一方，
高齢化率は上昇

第８期介護保険事業計画（抜粋）

■2020年呉市75歳以上人口割合
19.5％（広島県 15.1％, 全国 14.9％）
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呉市における，一人暮らし高
齢者と高齢夫婦世帯は，全世帯
の３３．５％で，広島県や全国
と比べ，割合が高くなっていま
す。
一人暮らし高齢者や高齢者夫
婦世帯では，同居家族がいる世
帯に比べて，早い段階から掃除
や買い物，調理などの生活支援
ニーズが高まります。
加えて，見守り，緊急時の対
応，外出支援など，在宅での暮
らしを支える生活支援ニーズは，
増大・多様化していくことが予
想されています。

高齢者世帯と
生活支援ニーズ
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高齢者のいる世帯の割合

高齢者単身世帯 高齢者夫婦世帯

同居世帯 高齢者がいない世帯

資料：令和２年度 国勢調査
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高齢者では「認知症」が要介護の主な原因として最も多い

介護保険主治医意見書_要介護の主な疾患として記載された数が多い上位５位

【全体】介護度別　主治医意見書記載数上位10位傷病名 令和3年4月～令和4年3月分

1位 2位 3位 4位 5位

要支援1 関節症 骨折 高血圧性疾患
脊椎障害（脊椎症を
含む）

その他の心疾患

要支援2 骨折 関節症
脊椎障害（脊椎症を
含む）

その他の心疾患 高血圧性疾患

要介護1 アルツハイマー病
血管性及び詳細不明
の認知症

骨折 高血圧性疾患 脳梗塞

要介護2 アルツハイマー病
血管性及び詳細不明
の認知症

骨折 その他の心疾患 脳梗塞

要介護3 骨折 アルツハイマー病
血管性及び詳細不明
の認知症

その他の心疾患 脳梗塞

要介護4
血管性及び詳細不明
の認知症

骨折 アルツハイマー病 脳梗塞 その他の心疾患

要介護5 アルツハイマー病
血管性及び詳細不明
の認知症

脳梗塞 骨折
その他の悪性新生物
＜腫瘍＞

全体 アルツハイマー病
血管性及び詳細不明
の認知症

骨折 その他の心疾患 脳梗塞
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「認知症と共に生きるまち（認知症パッケージ事業）」の推進

認知症に対する偏見の解消や早期に医療機関受診につながるよう市民の意識変化を目指し，認知症になっても誰も
が住み慣れたまちで安心して暮らし続けることができるよう，従来までの取組を拡充して「認知症パッケージ事業」
として一体的に実施

発症予防 早期発見
生活支援

重症化予防
介護者支援 補償

【新規】
会話ができる楽しみを支援
◎聴力補助用具の
購入補助

【新規】
認知症スクリーニング検診の開始
◎簡易スクリーニング検査の充実
◎認知症検診の開始
（調剤薬局等）

【拡充】
認知症の人と介護者の生活サポート
◎包括的支援推進員の配置
（高齢者相談室８か所に１人ずつ）
◎ユマニチュード等の介護技法の講習開始

【新規】
認知症に係る事故救済制度
もしもの「事故」に対応
◎個人賠償責任保険
◎交通事故傷害補償
◎補償制度費用保険 に加入
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発症予防 ～ 介護予防 ～
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発症予防 ～ 聴こえる楽しみ事業 ～
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早期発見・早期対応

広島県呉・江田島認知症疾患医療センター

保健医療・介護機関等と連携を図りなが
ら，認知症疾患の鑑別診断とその初期対応
等を行ったり，専門相談，診断後の相談支
援等を実施する機関

（医社）和恒会 ふたば病院

認知症初期集中支援チーム
認知症の早期発見・早期対応を目的

として，医療と介護の専門職が早期に
自宅等を訪問し，適切な医療・介護
サービス等につなぐチーム
（２チーム ほうゆう病院 ふたば病院）

両チームで 対応
訪問実人員 約１００名
訪問延人員 約４００名
相談実人員 約１６０名
相談延人員 約７００名
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早期発見



〇 みんなで受けよう
   「脳のいきいきチェック」の開始

【開始予定】
令和６年７月 スモールスタート
※関係機関等に周知，協力薬局で必要と思われる人から開始
令和６年１０月 本格スタート
※市政だより10月号（9月10日発行）で市民広報開始
※65歳到達時にチラシの郵送

【実施場所 協力保険薬局】
（検査方法）
基本：長谷川式スクリーニング検査
※本人の状態により家族実施となった場合は，自宅で簡易「もの忘れチェック」

も可能
※本人又は代理者の同意を得て検査を実施
※検査したスクリーニング用紙と名簿，請求書を高齢者支援課に提出
※「認知症支援にかかわる情報提供書」を作成し，「もの忘れ相談対応医療機関」
に情報提供

早期発見
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早期発見・早期対応
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認知症確定診断後の市への情報提供
〇 認知症専門医療機関は，もの忘れ相談対応医療機関から紹介があった者の確定診断
をし，結果を返信する
⇒ もの忘れ相談対応医療機関が呉市に情報提供する。

〇 認知症専門医療機関が独自に診察した者の確定診断をする。
⇒ 認知症専門医療機関から呉市に情報提供

〇 既に医療機関で把握している認知症の人へ情報提供

認知症疑い者 認知症 
疑い者 

認知症と診断された者 
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生活支援・重症化予防の取組 

認知症事故救済制度保険加入 

ハガキで情報提供 ハガキで情報提供 
全員結果報告 

市への情報提供方法
（パンフレット等を市が準備し，事前に医療機関に配布）
○ 認知症パッケージ事業チラシを提示し，事業を案内する。
○ 情報提供同意書に記入してもらい，医療機関に保管する。

呉市から事業説明をするため，氏名等を呉市に情報提供 する
ことに同意を得る。

○ 呉市宛てのハガキ（連絡書）に必要事項を記入してもらい，
保護シールを貼り，医療機関がポストに投函する。
（本人・家族では投函しない場合があるため）

○ 連絡書の情報を元に呉市が連絡先電話番号に連絡し，各種制
度の説明を開始
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認知症スクリーニング検査後の支援対応について

○スクリーニング検査実施後，２か月経過時点の検査実施者の状況を確認し，対応する。

検査結果（点）
スクリーニング
検査時の対応

２８～３０

２６・２７

担当ケアマ
ネ
いる

担当ケアマ
ネ

いない

０～２０

もの忘れ相談

対応医療機関

を紹介

対象者の受診状況，生活状況，困り事等の確認。状況に応じ，再度もの忘れ相

談対応医療機関受診をすすめる。

認知症パッケージ事業といきいきノートの活用法の説明を行う。受診状況，生

活状況，対象者の困り事等を確認。関係機関と連携し，継続支援を行う。

対象者の受診状況，生活状況，困り事等を確認。もの忘れ相談対応医療機関も

しくは認知症専門医療機関受診をすすめるなど，必要な支援に早急につなげて

いく。

ケアマネ

あり ケアマネ
キュー

ピット

初期集中支援チーム

なし ケアマネ

なし

キュー

ピット

キュー

ピット

あり

あり２１～２５

もの忘れ相談

対応医療機関

の受診を勧め

る

なし

あり ケアマネ

なし ケアマネ
キュー

ピット

対　　応

認知症予防パ

ンフレットと

問合せ先案内

を渡す

対象者から高齢者相談室（地域包括支援センター）に問合せ（相談）があった際に対応をする。

対象者に再度，認知症予防パンフレットと相談先紹介チラシを郵送。対象者からの問合せがあれば，担当ケアマネもしくは包

括的支援推進員（キューピット）が対応とする。

医療機関
受診

認知症の
診断

対応者
対象者宅への訪問対応

認知症パッケージ事業の説明をする。生活状況，困り事等の確認し，必要な

サービスにつなげるなど継続支援をしていく。
あり

あり

認知症パッケージ事業の説明をする。生活状況，困り事等の確認し，必要な

サービスにつなげるなど継続支援をしていく。

認知症パッケージ事業といきいきノートの活用法について説明をする。対象者

の生活状況，困り事等を確認し，関係機関と連携し，継続支援を行う。

キュー

ピット

連携・生活支援・重症化予防



連携・生活支援・重症化予防
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介護者支援

・相談支援
・医療・介護・住民等と連携体制の構築
・認知症の人の社会参加支援
・認知症の人が必要とする資源の創出

認知症サポーター養成

チームオレンジの設置

認知症カフェの開催

〇 包括的支援推進員（８箇所）
〇 在宅医療・介護連携推進コーディネーター
〇 チームオレンジコーディネーター
※ 関係機関や専門職と役割分担し，協力した支援を開始

・相談支援
・認知症の家族の交流会
・コミュニケーション技法伝達研修
  (ユマニチュード等）
・医療・介護関係者への対応力向上支援

生活支援・重症化予防

配置
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お問合せ
呉市福祉保健部 高齢者支援課
地域包括ケアグループ
電話 （０８２３）２５－３１３８

呉市 認知症の人 おでかけ応援 保険事業

保険の補償範囲は？対象となる人は？

①呉市に住民票があり，現に居住している認知症の方

②次の施設に入所または入院していない方

養護老人ホーム，介護保険施設，障害者支援施設，

病院，診療所（在宅復帰を前提とした短期入院を除く）

※費用は無料です。（保険料は呉市が負担）

事故を起こしたときは？

上記のような事故を起こしたときは，

高齢者支援課にご連絡下さい。

対象となる事故は？

●自転車走行中に歩行者にぶつかりけがをさせた

●誤って線路に入り電車をとめた

●お店の商品を誤って落として壊した など

誰もが安心して
生活できることを
目的としています

認知症の人が事故等を起こした場合，その本人または

事故で損害を受けた人を救済する 保険制度 です

呉市 認知症の人 おでかけ応援 保険事業

最高 ３千万 円

②＜対象者＞被害を受けた全市民［損害賠償責任が生じない場合］

補償制度費用保険（被害者救済）

被害を受けた場合の見舞金（給付金）を支払い

最高 ３億 円

①＜対象者＞認知症と診断され，保険登録した人

個人賠償責任補償

対象者が損害賠償責任を伴う事故を起こした場合

交通事故傷害補償

対象者が事故で死亡・後遺症を残した場合

補償
本市から要介護(要支援)認定を受けてい

る者であって，その認定調査において
「認知症高齢者の日常生活自立度判定基
準」のランクがⅡ以上かつ「障害高齢者

の日常生活自立度（寝たきり度）」のラ
ンクが，A以下の者は対象登録済
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おわりに

認知症とともに生きるまち
（認知症パッケージ事業）

認知症に対する各種制度を充実・連動させて
一体的に提供することで、

⇓
「認知症になっても大丈夫」
「早期に受診して早めに対応することが重
要」といった意識を持つことができる
また、認知症の人ご本人とご家族が自らの思
いを表出し、周囲がそれに寄り添うことがで
きる

⇓
認知症になっても住み慣れた地域で共に生活
ができる
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